
昨年の製品価格改定（値上げ）による効果が継続し、収益性が改善した。 製造業

すぐに見積価格を改定できず厳しい状況であったが、現在は価格交渉後の金額で進められており比較的良好。 建設業

発注のずれ込みの影響を受け、一時的に景況が悪化した。 建設業

在庫管理が充実し、ロス率を抑えることができた。 卸小売業

工事費の高騰が原因で、主要取引先の受注が伸び悩み、弊社も影響を受けている。 飲･ｻｰﾋﾞｽ業

売上げ横這いに対して賃金アップ（費用増）しているため収益は悪化。 飲･ｻｰﾋﾞｽ業
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全産業合計の業況DIは、0.0ポイント（前回調査7～9月　▲8.1ポイント）

産業別では、製造業が8.3（前回比▲25.0ポイント）、建設業が0.0（前回比▲33.3ポイント）、卸小
売業が▲9.1（前回比2.0ポイント）、飲食・サービス業が0.0（前回比7.7ポイント）であった。

製造業では、仕入価格の上昇が続く中、収入増加は限定的で業況は悪化した。建設業では、比較的
好調を維持し0.0となった。卸小売業では、▲9.1と悪化した。サービス業では、収入増加企業が比
較的多かったものの、採算確保に苦戦し0.0となった。

仕入価格は7割以上の企業で上昇しており、コスト圧力が強い状況が続いている。人手不足は6割近
い企業で深刻化しており、人材確保が経営課題となっている。こうした中でも半数の企業が黒字を
維持したが、採算面では厳しさが残る。総合判断では約7割が横ばいとし、力強さを欠いた。

先行き見通しの業況DIは、▲7.1と悪化の見通し。製造業で0.0、建設業で16.7と横ばい～改善予想
だが、卸小売業で▲27.3、飲食・サービス業で▲7.7と慎重な見方が強まった。仕入価格上昇の継続
と採算確保の難しさから、先行きに対する警戒感が広がっている。

※旧廿日市市（合併後の区域）の調査結果

[対象期間] 2025年10月～12月 
[対象･回答] 　　　 63社･43社

仕入高騰と人手不足が重荷で力強さ欠く
先行きは慎重姿勢が強まり、業況悪化を懸念

　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各事項についての判断状況を表す。ゼロを基準とし、プラスの値で景気の上向き
傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。
従って、売上など実数値の上昇や下降を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

※ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）
　収入・売上：（増加）ー（減少）　　仕入価格：（上昇）ー（下降）
　採算・業況：（好転）ー（悪化）　　雇用人員：（過剰）ー（不足）

●ＤＩ値（景況判断指数）について

好転 不変 悪化

景況感

前回 今回

66.666.6

70.370.3

18.918.9

16.716.7

10.810.8

16.716.7
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景況ＤＩの推移

当面の問題点は？(上位)

材料費や仕入価格が上昇 20%

人件費が増加している 18%

従業員や人材の確保が難しい 17%

売上、需要が増えない 11%

同業種での競争激化 7%

業種別

景況概要

前年同期 10～12月と先行き見通し

全産業 全産業 製造業 建設業 卸小売業
飲食・

サービス業

対前年 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し

収入・

売上
0.0 11.9 ▲19.0 8.3 ▲25.0 16.7 33.3 0.0 ▲36.4 23.1 ▲23.1

仕入価格 61.5 70.7 60.0 66.7 58.3 83.3 66.7 72.7 45.5 66.7 72.7

採　　算 42.9 38.1 26.2 66.7 50.0 16.7 33.3 36.4 9.1 23.1 15.4

雇用人員 ▲47.5 ▲42.9 ▲42.9 ▲50.0 ▲50.0 ▲50.0 ▲66.7 ▲36.4 ▲36.4 ▲38.5 ▲30.8

業　　況 2.4 0.0 ▲7.1 8.3 0.0 0.0 16.7 ▲9.1 ▲27.3 0.0 ▲7.7

前回調査 ― 8.1 ▲5.4 33.3 22.2 33.3 0.0 ▲11.1 ▲33.3 ▲7.7 ▲7.7

全国 -14.8 -8.9 -9.0 -14.4 -12.9 -16.2 -14.1 -14.4 -19.2 -16.8 -18.6 -18.0

県内 -5.0 -7.2 -5.9 -4.6 -9.0 -9.8 -10.6 -8.0 -11.0 -8.9 -8.2

廿日市 11.4 10.3 13.9 14.6 -7.0 -20.0 -5.0 2.4 -5.9 7.5 8.1 0.0

設備投資は？

[サイト] https://cci201.or.jp/keikyoconomic surveyE

R7.10～12月
R8.1～3月

見込み

実施した・する

土　　地 1 1

建　　物 2 3

機械備品 10 10

車　　輌 8 10

ＩＴ機器 6 8

そ  の  他 2 4

計 29 36

実施してない・しない 25 20

※回答のその他はランク外扱い


